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わたしたち（たがやす）について

大学のビジョンづくり

#ボトムアップでつくる

国際ワークショップの実施

流域治水ぷらっとフォーム構築 企業のアイディエーション

#組織風土醸成

集落の支援

#市民の声 #2050 #研究開発

#研究開発 #社会実装

行政部署関連系の促進

#科学×行政

＃住民の声



市民・行政・科学者の繋がりができるきっかけ作りのワークショップ

富山の小さな声から見える



大雨が降るとき、皆さんはどこを見ている？　

話し合うことで現状の認識が見えてくる



対話：

答えがないことを決めていくために

正解ではなく納得解を



話し合いって大事。
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それぞれの視点から流域をみると、

災害だけでなく、より良い暮らしのヒントも見えてくるかも？

話し合いって大事。自分のこととして



やりたいこと

流域治水を

広める

深める



あらゆるセクターで現状を共有する



流域ぷらっとフォーム神通川とは

入り口

出口

流域
ぷらっと
フォーム



オンライン

✖
ローカル

集う ラボ知る 学ぶ

神通川（富山）

ラボ集う

ラボ集う

地域の実験的な取組実施
各流域のイベント

実験的な活動（小プロジェクト等）

「遊び」を取り入れた実験的な取組み

各流域毎の取組共有

-流域治水 /防災情報

-活動のレポート

年に一度の全国シンポジウム開催

地域を越えた情報交換ネットワーク構築

オンライン勉強会
- 流域治水 ,身近な防災
- 必要なスキルダッシュボード

- 流域治水 /防災情報
- 科学的な知見

ラボ集う

地域毎の活動
各流域のイベント

実験的な活動（小プロジェクト等）

「遊び」を取り入れた実験的な取組み

会議/交流会の定期開催

年に一度の全国ハイブリッドシンポジウム開催

地域を越えた情報交換ネットワーク構築

イメージ図
関係者

関係者

運営
運営

深める広げる

広げる



ユネスコの企画/シンポジウムのブース出展/
流域ツアー/ロールプレイ/高校生の探求授業とのコラボレーション

神通川の流域でつながる

ユネスコ企画 シンポジウムブース出展

高校生の探究学習とコラボ
ロールプレイ

流域ツアー



https://www.ryuuiki-platform.com/

神通川の流域でつながる

立場を超えてつながるための情報発信 互いの立場を話し合い課題共有



運営体の形成

以下について、持続可能な形で実装できる運営体を形成する

１　流域の地域づくりに係る人材育成、会員育成

２　あらゆるステークホルダーとの対話を通じた地域課題解決支援

３　情報プラットフォームを活用した流域の地域づくりの普及啓発、活動促進

４　シンポジウムや会合による集まる場としてのプラットフォーム形成

５　その他当法人の目的を達成するために必要な事業



2023年7月シンポジウム
必要な科学的知見を適切に伝えながら、一般参加者が受け取りやすい工夫を行った。（直前に富山県内で発生した線状降水帯の
ニュースや平易な表現、双方向の参加、グラフィックレコーディングによる可視化での振り返り）



協働するための共通の進め方　⇔　地域状況に合わせたカスタマイズ

宮崎県、福島県の流域ともつながる



プロジェクト間でつながる



行政セクター間でつながる（利水/治水）



分野を跨いで繋がる

現状：
有事の際の判断は責任問題に
焦点が当たりやすい

現状：
農水・上水の計画は、ダムの
緊急放流などの緊急時に知る
ことになる

現状：
「水ビジョン」には実態は含ま
れていない

問い：
情報共有をどうすればやりや
すいか？

気づき：
水の動き、全体像が見えてい
ない？

問い：
市町村から流域治水の「いい
お返事」が来ない理由は何？

ディスカッションにて深堀りしたポイント及び追加で出てきた声を記載する。



分野を跨いで繋がる

科学者視点でのフィードバック 「富山県型」にむけて
どういう形でやるかきっかけが見つかるといいな

被害や努力や受益など横連携のための
情報交換が浸透してくると話しやすくなるのでは？

まずはクローズドの関係の中で
やり取りできるといいんだろうな

知らない情報が知れて実情が見えてきたから、
どういうアプローチをとるべきか考えられそう。

お互いを知ることは有益。
こういった議論をしやすくするためには？

岐阜の事例：
富山県でも取り組める内容を知れた

自分たちの役割が縦割りでうまくいってきたからこそ、全
体像がお互いに見えていないことが、富山県の特徴とし
て見えてきた。

事業化されたり、予算化されないとドライブしない現
状のなかで、横連携でしか解決できない問題もあ
る。

未来が見えない中で
新しい課題が出てきている。

生々しいことが聞けた



小さな声から見える、つながる、流域のくらし



ご清聴ありがとうございました！！

神通川


